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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　監視カメラ本体に装着される監視カメラ用レンズ装置において、
　鏡筒本体と、
　前記鏡筒本体の外周に回動自在に設けられる操作リングと、
　前記操作リングの外周部に形成される突縁部と、
　前記鏡筒本体に設けられ、前記操作リングの外周の前記突縁部から被写体側の部分又は
前記監視カメラ本体側の部分を覆うカバーと、
　前記操作リングの外周面上の前記カバーで覆われる部分に形成されたネジ穴と、
　前記カバーの周面に周方向に沿って形成されたスリットと、
　本体部とネジ部とを有し、該ネジ部が前記スリットを通して前記ネジ穴に螺合されるこ
とにより、前記操作リングに取り付けられるツマミと、
　を備え、前記ツマミを締め込み、前記操作リングと前記ツマミの本体部との間で前記カ
バーを挟持することにより、前記操作リングをロックすることを特徴とする監視カメラ用
レンズ装置。
【請求項２】
　監視カメラ本体に装着される監視カメラ用レンズ装置において、
　鏡筒本体と、
　前記鏡筒本体の外周に回動自在に設けられる第１操作リングと、
　前記鏡筒本体の外周に回動自在に設けられ、前記第１操作リングよりも前記監視カメラ
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本体側に配置される第２操作リングと、
　前記第１操作リングの外周部に形成される第１突縁部と、
　前記第２操作リングの外周部に形成される第２突縁部と、
　前記鏡筒本体に設けられ、前記第１操作リングの外周の前記第１突縁部から前記監視カ
メラ本体側の部分と前記第２操作リングの外周の前記第２突縁部から被写体側の部分を覆
うカバーと、
　前記第１操作リングの外周面上の前記カバーで覆われる部分に形成された第１ネジ穴と
、
　前記第２操作リングの外周面上の前記カバーで覆われる部分に形成された第２ネジ穴と
、
　前記カバーの周面に周方向に沿って形成された第１スリットと、
　前記カバーの周面に周方向に沿って形成された第２スリットと、
　本体部とネジ部とを有し、該ネジ部が前記第１スリットを通して前記第１ネジ穴に螺合
されることにより、前記第１操作リングに取り付けられる第１ツマミと、
　本体部とネジ部とを有し、該ネジ部が前記第２スリットを通して前記第２ネジ穴に螺合
されることにより、前記第２操作リングに取り付けられる第２ツマミと、
　を備え、前記第１ツマミを締め込み、前記第１操作リングと前記第１ツマミの本体部と
の間で前記カバーを挟持することにより、前記第１操作リングをロックし、前記第２ツマ
ミを締め込み、前記第２操作リングと前記第２ツマミの本体部との間で前記カバーを挟持
することにより、前記第２操作リングをロックすることを特徴とする監視カメラ用レンズ
装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は監視カメラ用レンズ装置に係り、特にズーミングやフォーカシングを行うため
の操作リングにロック機構が備えられた監視カメラ用の監視カメラ用レンズ装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　手動でズーミング、フォーカシングを行う監視カメラ用のレンズ装置には、設定したズ
ーム位置、フォーカス位置が動かないようにするため、ズームとフォーカスの操作リング
にロック機構が設けられている。
【０００３】
　従来のロック機構は、操作リングの外周部にネジ止めされたツマミを鏡筒本体に向けて
ねじ込むことにより、ツマミの先端部を鏡筒本体の外周面に押しつけて、操作リングをロ
ックしていた（たとえば、特許文献１等）。
【０００４】
　しかし、このようにツマミの先端部を鏡筒本体の外周面に押しつけて操作リングをロッ
クすると、鏡筒本体が撓み、光学性能に悪影響を及ぼすという欠点がある。
【０００５】
　そこで、特許文献２では、操作リングの外周にネジ止めされたツマミの先端にストッパ
ープレートを取り付け、このストッパープレートを鏡筒本体に形成された溝の内壁面に押
し付けることにより、操作リングをロックする方式が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－３１０２２８号公報
【特許文献２】特開２００４－５４１８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかしながら、特許文献２の方式は、ツマミに形成されたネジ部の先端に軸部を形成し
、この軸部にストッパープレートを回動自在に支持する構成であるため、組み付けに手間
がかかるという欠点がある。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、組み立てが容易で鏡筒等に変形を
生じさせずに確実に操作リングをロックできる監視カメラ用レンズ装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に係る発明は、前記目的を達成するために、監視カメラ本体に装着される監視
カメラ用レンズ装置において、鏡筒本体と、前記鏡筒本体の外周に回動自在に設けられる
操作リングと、前記操作リングの外周部に形成される突縁部と、前記鏡筒本体に設けられ
、前記操作リングの外周の前記突縁部から被写体側の部分又は前記監視カメラ本体側の部
分を覆うカバーと、前記操作リングの外周面上の前記カバーで覆われる部分に形成された
ネジ穴と、前記カバーの周面に周方向に沿って形成されたスリットと、本体部とネジ部と
を有し、該ネジ部が前記スリットを通して前記ネジ穴に螺合されることにより、前記操作
リングに取り付けられるツマミと、を備え、前記ツマミを締め込み、前記操作リングと前
記ツマミの本体部との間で前記カバーを挟持することにより、前記操作リングをロックす
ることを特徴とする監視カメラ用レンズ装置を提供する。
【００１０】
　本発明によれば、操作リングの外周がカバーで覆われ、そのカバーに形成されたスリッ
トを通して、ツマミが操作リングにネジ止めされる。ツマミを締め込むと、ツマミの本体
部と操作リングとの間でカバーが挟持される。これにより、操作リングがロックされる。
ロックは、ツマミを緩めることにより解除される。このように、本発明では、カバーを挟
持して操作リングをロックする。このため、操作リングをロックしても、鏡筒本体が変形
することがない。また、組み立ても、カバーに形成されたスリットを通して、ツマミのネ
ジ部を操作リングに形成されたネジ穴に螺合させるだけなので、簡単に行うことができる
。
【００１１】
　請求項２に係る発明は、前記目的を達成するために、監視カメラ本体に装着される監視
カメラ用レンズ装置において、鏡筒本体と、前記鏡筒本体の外周に回動自在に設けられる
第１操作リングと、前記鏡筒本体の外周に回動自在に設けられ、前記第１操作リングより
も前記監視カメラ本体側に配置される第２操作リングと、前記第１操作リングの外周部に
形成される第１突縁部と、前記第２操作リングの外周部に形成される第２突縁部と、前記
鏡筒本体に設けられ、前記第１操作リングの外周の前記第１突縁部から前記監視カメラ本
体側の部分と前記第２操作リングの外周の前記第２突縁部から被写体側の部分を覆うカバ
ーと、前記第１操作リングの外周面上の前記カバーで覆われる部分に形成された第１ネジ
穴と、前記第２操作リングの外周面上の前記カバーで覆われる部分に形成された第２ネジ
穴と、前記カバーの周面に周方向に沿って形成された第１スリットと、前記カバーの周面
に周方向に沿って形成された第２スリットと、本体部とネジ部とを有し、該ネジ部が前記
第１スリットを通して前記第１ネジ穴に螺合されることにより、前記第１操作リングに取
り付けられる第１ツマミと、本体部とネジ部とを有し、該ネジ部が前記第２スリットを通
して前記第２ネジ穴に螺合されることにより、前記第２操作リングに取り付けられる第２
ツマミと、を備え、前記第１ツマミを締め込み、前記第１操作リングと前記第１ツマミの
本体部との間で前記カバーを挟持することにより、前記第１操作リングをロックし、前記
第２ツマミを締め込み、前記第２操作リングと前記第２ツマミの本体部との間で前記カバ
ーを挟持することにより、前記第２操作リングをロックすることを特徴とする監視カメラ
用レンズ装置を提供する。
【００１２】
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　本発明によれば、鏡筒本体に２つの操作リング（第１操作リングと第２操作リング）が
設けられ、それぞれ共通のカバーで外周が覆われる。また、それぞれカバーに形成された
第１スリット、第２スリットを通して、第１ツマミ、第２ツマミがネジ止めされる。第１
ツマミを締め込むと、その第１ツマミの本体部と第１操作リングとの間でカバーが挟持さ
れ、これにより、第１操作リングがロックされる。同様に、第２ツマミを締め込むと、そ
の第２ツマミの本体部と第２操作リングとの間でカバーが挟持され、これにより、第２操
作リングがロックされる。また、第１操作リングのロックは、第１ツマミを緩めると解除
され、これにより、第１操作リングの回動操作が可能になる。同様に、第２操作リングの
ロックは、第２ツマミを緩めると解除され、これにより、第２操作リングの回動操作が可
能になる。このように、本発明では、カバーを挟持して第１操作リング、第２操作リング
をロックする。このため、第１操作リング、第２操作リングをロックしても、鏡筒本体が
変形することがない。また、組み立ても、カバーに形成された第１スリット、第２スリッ
トを通して、第１ツマミ、第２ツマミのネジ部を第１操作リング、第２操作リングに形成
された第１ネジ穴、第２ネジ穴に螺合させるだけなので、簡単に行うことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、鏡筒等に変形を生じさせずに確実に操作リングをロックできる。また
、組み立てを簡単に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】監視カメラ用レンズ装置の正面斜視図
【図２】監視カメラ用レンズ装置の側面図
【図３】監視カメラ用レンズ装置の側面断面図
【図４】図３の要部拡大図
【図５】カバーに対するズームリングとフォーカスリングの組み立て展開図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面に従って本発明に係る監視カメラ用レンズ装置の好ましい実施の形態に
ついて詳述する。
【００１６】
　［全体構成］
　図１～図３は、それぞれ本発明に係る監視カメラ用レンズ装置の一実施形態を示す正面
斜視図、側面図、側面断面図である。また、図４は、図３の要部拡大図である。
【００１７】
　この監視カメラ用レンズ装置１０は、手動でズーム操作、フォーカス操作を行う監視カ
メラ用レンズ装置であり、その鏡筒本体１２の外周部には、ズーム操作を行うためのズー
ムリング１４と、フォーカス操作を行うためのフォーカスリング１６とが回動自在に設け
られている。
【００１８】
　鏡筒本体１２は、大径の鏡筒本体大径部１２Ａと、小径の鏡筒本体小径部１２Ｂとを備
えており、全体として円筒状に形成されている。ズームリング１４は、前段の鏡筒本体大
径部１２Ａの外周に一定の角度範囲で回動自在に設けられており、フォーカスリング１６
は、後段の鏡筒本体小径部１２Ｂの外周に一定の角度範囲で回動自在に設けられている。
【００１９】
　鏡筒本体１２の後端部には、マウント環１８が取り付けられる。監視カメラ用レンズ装
置１０は、このマウント環１８を介して監視カメラ本体（不図示）に装着される。
【００２０】
　鏡筒本体１２の内部には、光軸Ｌに沿って、前側から順にズームレンズ２０、アイリス
ユニット２２、フォーカスレンズ２４が配置されている。
【００２１】
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　ズームレンズ２０は、ズームレンズ枠２６に保持されて、鏡筒本体大径部１２Ａの内側
に収容配置されている。
【００２２】
　ズームレンズ枠２６は、円筒状に形成されており、その外周部に図示しない３本のズー
ム用カムピンが突出して設けられている。鏡筒本体大径部１２Ａの周面には、この３本の
ズーム用カムピンに対応して、図示しない３本のズーム用直進溝が光軸Ｌと平行に形成さ
れている。また、ズームリング１４の内周面には、３本のズーム用カム溝が形成されてい
る。鏡筒本体大径部１２Ａの内側に収容されたズームレンズ枠２６は、その３本のズーム
用カムピンが、それぞれズーム用直進溝に挿通されるとともに、ズーム用カム溝に嵌入さ
れる。これにより、ズームリング１４を回動操作すると、ズームレンズ枠２６に保持され
たズームレンズ２０が光軸Ｌに沿って前後移動する。そして、このズームレンズ２０が光
軸Ｌに沿って前後移動することにより、監視カメラ用レンズ装置１０の焦点距離が変化す
る。
【００２３】
　フォーカスレンズ２４は、フォーカスレンズ枠２８に保持されて、鏡筒本体小径部１２
Ｂの内側に収容配置されている。
【００２４】
　フォーカスレンズ枠２８は、円筒状に形成されており、その外周部に図示しない３本の
フォーカス用カムピンが突出して設けられている。鏡筒本体小径部１２Ｂの周面には、こ
の３本のフォーカス用カムピンに対応して、図示しない３本のフォーカス用直進溝が光軸
Ｌと平行に形成されている。また、フォーカスリング１６の内周面には、３本のフォーカ
ス用カム溝が形成されている。鏡筒本体小径部１２Ｂの内側に収容されたフォーカスレン
ズ枠２８は、その３本のフォーカス用カムピンが、それぞれフォーカス用直進溝に挿通さ
れるとともに、フォーカス用カム溝に嵌入される。これにより、フォーカスリング１６を
回動操作すると、フォーカスレンズ枠２８に保持されたフォーカスレンズ２４が光軸Ｌに
沿って前後移動する。そして、このフォーカスレンズ２４が光軸Ｌに沿って前後移動する
ことにより、監視カメラ用レンズ装置１０の合焦位置が変化する。
【００２５】
　アイリスユニット２２は、板状に形成された本体フレーム２２Ａを有しており、この本
体フレーム２２Ａに図示しないアイリス装置とアイリスメータとが搭載されている。鏡筒
本体小径部１２Ｂには、このアイリスユニット２２を装着するためのアイリスユニット装
着部１２Ｃがスリット状に開口して形成されている。アイリスユニット２２は、このアイ
リスユニット装着部１２Ｃから本体フレーム２２Ａを鏡筒本体１２内に差し込み、図示し
ないビスで本体フレーム２２Ａを鏡筒本体１２にネジ止めすることにより、鏡筒本体１２
に取り付けられる。鏡筒本体１２に取り付けられたアイリスユニット２２は、その本体フ
レーム２２Ａに搭載されたアイリス装置が光軸Ｌ上に配置されるとともに、アイリスメー
タが鏡筒本体１２の外部に配置される。
【００２６】
　［ズームリングとフォーカスリングのロック機構］
　上記のように、ズームリング１４とフォーカスリング１６は、鏡筒本体１２の外周に一
定の角度範囲で回動自在に設けられている。このズームリング１４とフォーカスリング１
６には、所望の位置でロックするためのロック機構が備えられている。以下、このズーム
リング１４とフォーカスリング１６のロック機構について説明する。
【００２７】
　ズームリング１４は、円筒状に形成されており、鏡筒本体大径部１２Ａの外周に一定の
角度範囲で回動自在に設けられている。
【００２８】
　ズームリング１４の内周部には、ズームリング回動ガイドピン３０が径方向に突出して
形成されている。一方、鏡筒本体大径部１２Ａの外周には、このズームリング回動ガイド
ピン３０が嵌入されるズームリング回動ガイド溝３２が形成されている。ズームリング回
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動ガイド溝３２は、周方向に沿って一定の角度範囲で形成されており、このズームリング
回動ガイド溝３２にズームリング回動ガイドピン３０が嵌入されることにより、ズームリ
ング１４は、軸方向の移動が規制される。また、その回動可能範囲が一定範囲に規制され
る。
【００２９】
　ズームリング１４の外周部には、軸方向の中央部近傍にズームリング突縁部３４が形成
されている。ズームリング突縁部３４は、軸方向に所定の幅、径方向に所定の高さをもっ
て形成されており、その外周には、光軸Ｌと平行な溝が周方向に一定のピッチで多数形成
されている。ズームリング１４の回動操作は、このズームリング突縁部３４を利用して行
われる。
【００３０】
　フォーカスリング１６は、円筒状に形成されており、鏡筒本体小径部１２Ｂの外周に一
定の角度範囲で回動自在に設けられている。
【００３１】
　フォーカスリング１６の内周部には、フォーカスリング回動ガイドピン３６が径方向に
突出して形成されている。一方、鏡筒本体小径部１２Ｂの外周には、このフォーカスリン
グ回動ガイドピン３６が嵌入されるフォーカスリング回動ガイド溝３８が形成されている
。フォーカスリング回動ガイド溝３８は、周方向に沿って一定の角度範囲で形成されてお
り、このフォーカスリング回動ガイド溝３８にフォーカスリング回動ガイドピン３６が嵌
入されることにより、フォーカスリング１６は、軸方向の移動が規制される。また、その
回動可能範囲が一定範囲に規制される。
【００３２】
　フォーカスリング１６の外周部には、軸方向の後端部近傍にフォーカスリング突縁部４
０が形成されている。フォーカスリング突縁部４０は、軸方向に所定の幅、径方向に所定
の高さをもって形成されており、その外周には、光軸Ｌと平行な溝が周方向に一定のピッ
チで多数形成されている。フォーカスリング１６の回動操作は、このフォーカスリング突
縁部４０を利用して行われる。
【００３３】
　鏡筒本体１２には、ズームリング１４とフォーカスリング１６の外周を覆う円筒状のカ
バー４２が取り付けられる。このカバー４２は、図５に示すように、ズームリング１４の
外周を覆う大径のカバー大径部４２Ａと、フォーカスリング１６の外周を覆う小径のカバ
ー小径部４２Ｂとからなり、鏡筒本体１２の外周に図示しないビスでネジ止めされて取り
付けられる。
【００３４】
　カバー４２が、鏡筒本体１２に取り付けられると、ズームリング１４は、ズームリング
突縁部３４よりも後側の部分がカバー大径部４２Ａで覆われ、フォーカスリング１６は、
フォーカスリング突縁部４０より前側の部分が、カバー小径部４２Ｂで覆われる。
【００３５】
　カバー大径部４２Ａの外径は、ズームリング突縁部３４の外径とほぼ同じに形成されて
おり、カバー４２が鏡筒本体１２に取り付けられると、カバー大径部４２Ａの外周とズー
ムリング突縁部３４の外周とが、ほぼ同じ高さに位置する。
【００３６】
　一方、カバー大径部４２Ａの内径は、ズームリング１４の外径よりも大きく形成されて
おり、カバー４２が鏡筒本体１２に取り付けられると、カバー大径部４２Ａの内周とズー
ムリング１４の外周との間に所定の隙間が形成される。
【００３７】
　また、カバー小径部４２Ｂの外径は、フォーカスリング突縁部４０の外径とほぼ同じに
形成されており、カバー４２が鏡筒本体１２に取り付けられると、カバー小径部４２Ｂの
外周とフォーカスリング突縁部４０の外周とが、ほぼ同じ高さに位置する。
【００３８】
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　一方、カバー小径部４２Ｂの内径は、フォーカスリング１６の外径よりも大きく形成さ
れており、カバー４２が鏡筒本体１２に取り付けられると、カバー小径部４２Ｂの内周と
フォーカスリング１６の外周との間に所定の隙間が形成される。
【００３９】
　ズームリング１４の外周部の後端には、周方向の所定位置に所定形状（本実施の形態で
はＨ字状：図５参照）のズームリングロック用凸部４４が突出して形成されている。この
ズームリングロック用凸部４４は、その頂面がカバー大径部４２Ａの内周面に当接するよ
うに、ズームリング１４の外周面から所定の高さをもって形成されている。このため、ズ
ームリングロック用凸部４４は、ズームリング１４を回動操作すると、カバー大径部４２
Ａの内周面上を摺動する。
【００４０】
　ズームリングロック用凸部４４の頂面の中央には、径方向に沿ってズームリングロック
用ネジ穴４６が形成されている。このズームリングロック用ネジ穴４６は、後述するズー
ムリングロックツマミのネジ部が螺合される。
【００４１】
　フォーカスリング１６の外周部の先端には、周方向の所定位置に所定形状（本実施の形
態ではＨ字状：図５参照）のフォーカスリングロック用凸部４８が突出して形成されてい
る。このフォーカスリングロック用凸部４８は、その頂面がカバー小径部４２Ｂの内周面
に当接するように、フォーカスリング１６の外周面から所定の高さをもって形成されてい
る。このため、フォーカスリングロック用凸部４８は、フォーカスリング１６を回動操作
すると、カバー小径部４２Ｂの内周面上を摺動する。
【００４２】
　フォーカスリングロック用凸部４８の頂面の中央には、径方向に沿ってフォーカスリン
グロック用ネジ穴５０が形成されている。このフォーカスリングロック用ネジ穴５０は、
後述するフォーカスリングロックツマミのネジ部が螺合される。
【００４３】
　カバー大径部４２Ａには、ズームリング１４に形成されたズームリングロック用ネジ穴
４６の形成位置に対応して、ズームリング用スリット５２が形成されている。このズーム
リング用スリット５２は、後述するズームリングロックツマミのネジ部を挿通可能に形成
されており、ズームリングロックツマミのネジ部よりも若干大きい幅で形成されている。
また、このズームリング用スリット５２は、ズームリングロック用ネジ穴４６の移動範囲
に対応した角度範囲で周方向に沿って形成されている。すなわち、上記のように、ズーム
リング１４は、鏡筒本体１２に対して一定の角度範囲で回動可能に取り付けられているの
で、ズームリングロック用ネジ穴４６の位置も一定の角度範囲で移動する。ズームリング
用スリット５２は、このズームリングロック用ネジ穴４６の移動範囲に対応して、所定の
角度範囲で形成される（ズームリングロック用ネジ穴４６の移動範囲の一端から他端まで
形成される。）。
【００４４】
　このようにしてカバー大径部４２Ａに形成されたズームリング用スリット５２は、ズー
ムリングロック用ネジ穴４６を臨むように形成される。
【００４５】
　カバー小径部４２Ｂには、フォーカスリング１６に形成されたフォーカスリングロック
用ネジ穴５０の形成位置に対応して、フォーカスリング用スリット５４が形成されている
。このフォーカスリング用スリット５４は、後述するフォーカスリングロックツマミのネ
ジ部を挿通可能に形成されており、フォーカスリングロックツマミのネジ部よりも若干大
きい幅で形成されている。また、このフォーカスリング用スリット５４は、フォーカスリ
ングロック用ネジ穴５０の回動範囲に対応した角度範囲で周方向に沿って形成されている
。すなわち、上記のように、フォーカスリング１６は、鏡筒本体１２に対して一定の角度
範囲で回動可能に取り付けられているので、フォーカスリングロック用ネジ穴５０の位置
も一定の角度範囲で移動する。フォーカスリング用スリット５４は、このフォーカスリン
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グロック用ネジ穴５０の移動範囲に対応して、所定の角度範囲で形成される（フォーカス
リングロック用ネジ穴５０の移動範囲の一端から他端まで形成される）。
【００４６】
　このようにしてカバー小径部４２Ｂに形成されたフォーカスリング用スリット５４は、
フォーカスリングロック用ネジ穴５０を臨むように形成される。
【００４７】
　上記のように、ズームリングロック用ネジ穴４６には、ズームリングロックツマミ５６
のネジ部５６Ｂが螺合される。ズームリングロックツマミ５６は、円柱状に形成されたツ
マミ本体部５６Ａと、そのツマミ本体部５６Ａの基端部同軸上に設けられたネジ部５６Ｂ
とで構成されている。ネジ部５６Ｂは、ズームリングロック用ネジ穴４６に対応して形成
されており、ツマミ本体部５６Ａよりも小径に形成されている。ズームリングロックツマ
ミ５６は、このネジ部５６Ｂをズームリングロック用ネジ穴４６に螺合させることにより
、ズームリング１４に取り付けられる。この際、ズームリングロックツマミ５６は、ズー
ムリング用スリット５２を通して、ネジ部５６Ｂをズームリングロック用ネジ穴４６に螺
合させる。なお、本実施の形態では、さらに、リング状に形成されたスペーサ５８を介し
てズームリング１４に取り付けられる。
【００４８】
　一方、上記のように、フォーカスリングロック用ネジ穴５０には、フォーカスリングロ
ックツマミ６０のネジ部６０Ｂが螺合される。フォーカスリングロックツマミ６０は、円
柱状に形成されたツマミ本体部６０Ａと、そのツマミ本体部６０Ａの基端部同軸上に設け
られたネジ部６０Ｂとで構成されている。ネジ部６０Ｂは、フォーカスリングロック用ネ
ジ穴５０に対応して形成されており、ツマミ本体部６０Ａよりも小径に形成されている。
フォーカスリングロックツマミ６０は、このネジ部６０Ｂをフォーカスリングロック用ネ
ジ穴５０に螺合させることにより、フォーカスリング１６に取り付けられる。この際、フ
ォーカスリングロックツマミ６０は、フォーカスリング用スリット５４を通して、ネジ部
６０Ｂをフォーカスリングロック用ネジ穴５０に螺合させる。なお、本実施の形態では、
さらに、リング状に形成されたスペーサ６２を介してフォーカスリング１６に取り付けら
れる。
【００４９】
　本実施の形態の監視カメラ用レンズ装置１０におけるズームリング１４とフォーカスリ
ング１６のロック機構は以上のように構成される。
【００５０】
　次に、以上のように構成された本実施の形態の監視カメラ用レンズ装置１０におけるズ
ームリング１４とフォーカスリング１６のロック機構の作用について説明する。
【００５１】
　上記のように、ズームリング１４には、ズームリングロックツマミ５６が取り付けられ
ており、フォーカスリング１６には、フォーカスリングロックツマミ６０が取り付けられ
ている。
【００５２】
　ズームリング１４は、ズームリングロックツマミ５６を締め付けることによりロックさ
れ、フォーカスリング１６は、フォーカスリングロックツマミ６０を締め付けることによ
りロックされる。すなわち、ズームリングロックツマミ５６を締め付けると、ズームリン
グロックツマミ５６のツマミ本体部５６Ａとズームリング１４との間隔が狭まり、カバー
４２がツマミ本体部５６Ａとズームリング１４との間に挟み込まれる。この結果、ズーム
リング１４がロックされる。同様に、フォーカスリングロックツマミ６０を締め付けると
、フォーカスリングロックツマミ６０のツマミ本体部６０Ａとフォーカスリング１６との
間隔が狭まり、カバー４２がツマミ本体部６０Ａとフォーカスリング１６との間に挟み込
まれる。この結果、フォーカスリング１６がロックされる。
【００５３】
　ロックされたズームリング１４は、ズームリングロックツマミ５６を緩めることにより
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ングロックツマミ５６のツマミ本体部５６Ａとズームリング１４との間隔が広がり、この
結果、ズームリング１４のロックが解除される。これにより、ズームリング１４が回動操
作可能になる。
【００５４】
　同様に、フォーカスリング１６は、フォーカスリングロックツマミ６０を緩めることに
より、ロックが解除される。すなわち、フォーカスリングロックツマミ６０を緩めると、
フォーカスリングロックツマミ６０のツマミ本体部６０Ａとフォーカスリング１６との間
隔が広がり、この結果、フォーカスリング１６のロックが解除される。これにより、フォ
ーカスリング１６が回動操作可能になる。
【００５５】
　このように、本実施の形態の監視カメラ用レンズ装置１０では、ズームリングロックツ
マミ５６を締め付けることにより、ズームリング１４をロックできる。同様に、フォーカ
スリングロックツマミ６０を締め付けることにより、フォーカスリング１６をロックでき
る。この際、本実施の形態の監視カメラ用レンズ装置１０では、鏡筒本体１２に取り付け
られたカバー４２を挟んでロックするので、鏡筒本体１２を変形させることがない。この
ため、ズームリング１４とフォーカスリング１６をロックしても、光学性能に影響を及ぼ
すことがない。
【００５６】
　また、組み立てもズームリングロックツマミ５６のネジ部５６Ｂをズームリングロック
用ネジ穴４６に螺合させ、フォーカスリングロックツマミ６０のネジ部６０Ｂをフォーカ
スリングロック用ネジ穴５０に螺合させるだけなので、簡単に行うことができる。
【００５７】
　なお、本実施の形態では、ズームリング１４とフォーカスリング１６を共通のカバー４
２で覆う構成としているが、おのおの別々のカバーで覆う構成としてもよい。
【００５８】
　また、本実施の形態では、スペーサ５８を介してズームリングロックツマミ５６をズー
ムリング１４に取り付けているが、スペーサ５８は、ネジ部５６Ｂとズームリングロック
用ネジ穴４６との螺合量を調整するものなので、螺合量の調整が不要の場合は取り付けな
くてもよい。フォーカスリングロックツマミ６０に用いるスペーサ６２についても同様で
ある。
【符号の説明】
【００５９】
　１０…監視カメラ用レンズ装置、１２…鏡筒本体、１２Ａ…鏡筒本体大径部、１２Ｂ…
鏡筒本体小径部、１２Ｃ…アイリスユニット装着部、１４…ズームリング、１６…フォー
カスリング、１８…マウント環、２０…ズームレンズ、２２…アイリスユニット、２２Ａ
…本体フレーム、２４…フォーカスレンズ、２６…ズームレンズ枠、２８…フォーカスレ
ンズ枠、３０…ズームリング回動ガイドピン、３２…ズームリング回動ガイド溝、３４…
ズームリング突縁部、３６…フォーカスリング回動ガイドピン、３８…フォーカスリング
回動ガイド溝、４０…フォーカスリング突縁部、４２…カバー、４２Ａ…カバー大径部、
４２Ｂ…カバー小径部、４４…ズームリングロック用凸部、４６…ズームリングロック用
ネジ穴、４８…フォーカスリングロック用凸部、５０…フォーカスリングロック用ネジ穴
、５２…ズームリング用スリット、５４…フォーカスリング用スリット、５６…ズームリ
ングロックツマミ、５６Ａ…ツマミ本体部、５６Ｂ…ネジ部、５８…スペーサ、６０…フ
ォーカスリングロックツマミ、６０Ａ…ツマミ本体部、６０Ｂ…ネジ部、６２…スペーサ
、Ｌ…光軸
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